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6 年 キャリア教育 

朝日新聞社 

JAL副操縦士 

JAXA 

フジテレビアナウンサ－ 

６年生は、総合的な学習でキャリア教育に取り組んでいます。 

様々な職業の方に来ていただき、その職業の詳しい内容や、働くことにはどのような責任があるのか、夢

を実現させるために大切なことなどを教えていただきました。 

自分の将来について考え、働くことについて身近に感じることのできる、とても貴重な機会となっていま

す。１２月以降も、更にたくさんの職業の方に来ていただく予定です。 

キャリア教育 今後の予定 

 12 月：ソニーエンターテイメント 

    キッザニア見学 

  1 月：トキワ松学園教諭(臓器移植について) 

  2 月：都田西小学校 山本副校長先生 

一つの新聞に、多くの関係者がいて大変だなと思いまし

た。これからは、記者の人たちががんばっていることを知

ったので、一文字一文字を大切に読んでいきたいと思いま

した。新聞記者という仕事は、やりがいのある仕事だと思

いました。               佐々木 奎翔 

危険なこともあるのに、宇宙に関係する仕事をするのは

すごいなと思いました。私が今日の出前授業でつかんだ

「仕事」・「働く」とは、努力をおしまないことです。長い

時間集中したり、努力したりすることが、仕事でとでも大

切だと思いました。            髙橋 美羽 

初めて知ったこと、おどろいたことなどがたくさんあり

ました。特に、機長さんになるまで１０年かかるというこ

とです。それだけ乗客を安全に乗せられるようにがんばっ

てもらっているということなんだなと感じました。 

                   長澤 ひまり 

アナウンサーの仕事や、仕事はなんのためにやるのかを

知ることができました。話を聞いていて、努力をしていく

と、つらくてもいつかやりがいを感じるということを学び

ました。ぼくも、相手のことを想って仕事をしていきたい

です。                  椋木 勇祐 


